
 

まずは、電話またはＦＡＸでお問い合わせください 
 

研 修 部  ＴＥＬ ０２８－６６５－７２０２ 

       ＦＡＸ ０２８－６６５－７２１８ 

 
＊ＦＡＸ送付書は、総合教育センターホームページより 

 ダウンロードできます。   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合教育センターは 

校校内内研研修修ををササポポーートトししまますす  

センターの職員が学校へ伺って、 

校内研修の充実のためにアドバイス 

いたします。 

お気軽にご相談ください。 

 



 

 

                      

 

 

 

№ テーマ 
時間の 

目安（分） 
主な内容 

１ 

学校組織 

マネジメントを 

知る 

30 

～  

60 

組織としての第一歩を踏み出しましょう 

・学校組織マネジメントとは 

・学校に組織マネジメントの発想を取り入れる 

２ 
学校教育目標の 

具体化のために 

60 
～  

120 

地域や児童生徒の実態から見た学校づくりとめざす児童生徒像 

・学校教育目標の実現に向けた取組を考える    ・ＳＷＯＴ分析を生かした目標づくり 

・重点目標・教育課程の見直し（次年度に向けて） 

３ 

教職員の 

危機管理意識を 

高めるために 

60 

～  

120 

学校の危機を全教職員で見直すことで、 

組織としての危機管理能力を高めましょう 

・そもそも危機管理とは             ・危機管理意識を高める 

４ 
小集団の活性化

を組織に生かす 

60 

～  

120 

同僚性を学校力の向上へ生かすために 

・教科（学年）経営計画づくり                 ・若手の力、ベテランの技を組織に生かす 

・学年・教科のつながり                    ・組織としての見直し（次年度に向けて） 

 

 

 

№ テーマ 
時間の 

目安（分） 
主な内容 

 

１ 
同僚性を高める 

授業研究会 

90 

～  

120（＊） 

教科・学年の特性を生かして授業研究会をやってみましょう 

・学年・教科の枠を越え、授業を見るポイント     ・ワークショップ型授業研究会を通して 

・自分の授業改善につなげるために 

 

２ 

 

授業研究会を 

見直す 

９0 

～  

120（＊） 

今、行っている授業研究会のさらなる活性化 

そして、学校力の向上につなげるために 

・今ある授業研究会の課題解決に向けて         ・同僚性の高まりを学校力につなげる 

・若手の授業からの学び、ベテランの授業からの学び 

３ 
授業づくりの 

工夫 

６0 

～  

120 

自信を持って授業に取り組むために、事前研究を工夫しましょう 

・授業づくりへの関わり方（主任として、学年として、教科担当として） 

・学校課題や経験年数から考える授業者の課題     ・ポイントを絞った授業研究のために 

         ＊B-№１，№２は、研究授業の時間を含めます。 

 

＜学校力の向上を図るには、上記のテーマを組み合わせると効果的です＞例えば・・・ 

                            

 

 

 

                                 

 

      

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 組織力の向上のために 

B 授業力の向上のために 

ここ数年、新任の先生

が多く、新しい発想もわ

きそうですね。  

それぞれの得意分野を

うまく生かすには、どう

したらいいのでしょう。 

A-№２『学校教育目標の具体化

のために』  

各学年や教科の経営計画を確

認し、重点目標の実現に向けた

具体策を考えましょう 

B-№３『授業づくりの工夫』 

若手とともに授業づくりを 

考えてみましょう 
A-№３『教職員の危機管理

意識を高めるために』 

大きな災害が起こる前に、 

全教職員でもう一度、確認 

しておきましょう 

こんな実態 

から･･･ 

一日も 

早い取組を 

「危機管理体制」は 

整っているはずだが、

一人一人の意識は･･･。 

いざというとき大丈

夫だろうか？ 

A-№４『小集団の活性化を

組織に生かす』 

まずは、学年、教科担当 

で、経営計画を作成し、共 

通理解を図りましょう 

★支援期間は、６月～２月が目安です。 

★学年会や教科部会など、少人数から 
でもお気軽にご相談下さい。 

校内研修にご提案できるテーマの例です。 
詳細については、学校とセンターの担当者が相談して、決定していきます。 




